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※地区計画 

住民の意向を反映させつつ、建築物の用途、形態等に関する制限を定め、地区の特性に応じた計画的なまちづくりを進める手法の
こと。 

※用途地域 

「都市計画法」に基づく地域地区の一種で、目指すべき市街地像に応じて用途別に分類される 12種類の用途の総称のこと。 

  

■現 状 

 安全・安心で快適に暮らせる都市づくりを推進しています。 

 地域社会が成熟するとともに、市民のまちづくりに対するニーズが多様化していま

す。 

 良好な環境の整備や保全のため、地域の特性に合った用途地域の指定や地区計画な

ど、地区の特性に合ったルールづくりに取り組んでいます。 

 本市の地目別土地面積の推移をみると、平成 17（2005）年度から平成26（2014）

年度までの間に宅地面積が増加しており、田、畑、山林などは減少しています。 

 山田・宮元町、木野目、南田島の一部地区において、良好な住環境を形成するため、

道路後退の行政指導を行っています。 

 昭和 45（1970）年から地籍調査事業に着手しており、平成 27（2015）年時点

での進捗率は約 40％です。 

 市民の利便性の向上等のため、町名地番の整理を進めています。 

 

■課 題 

 人口減少と少子高齢化の進行に対応するため、交通施策と連携を図りながら、持続

可能な都市構造を構築することが必要です。 

 多様な主体がまちづくりの将来像を共有し、協働でまちづくりを進める必要があり

ます。 

 市街化調整区域内は、自然環境や農地の保全に努めるとともに、無秩序な市街化を

防止する必要があります。 

 土地利用想定箇所については、将来の土地利用の動向を適切に見極めながら、地域

の特性に応じた対応が必要です。 

 道路後退行政指導区域における取組を効果的に進めるため、地籍調査事業との連携

が必要です。 

 町名や地番が入り組んだ地域については、町名地番を分かりやすく整理することが

必要です。 

  

施 

策 

協働による計画的なまちづくりの推進 №２４ 

市民、民間団体、事業者、行政がそれぞれの役割分担の下、計画的に魅力

と活力のあるまちづくりを進めること。 
目的 

施策を取り巻く状況 
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※立地適正化計画 

人口減少と少子高齢化の進行に対応した都市構造の実現を図るため、都市全体の観点から居住機能や福祉・医療・商業等の都市機

能の誘導により、これらの機能が適切に配置され、かつ交通施策と連携したまちづくりを進めるための計画。 

※ユニバーサルデザイン 

年齢や障害の有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインすること。 
  

単位施策 

１ 計画的なまちづくりの推進（都市計画課、都市景観課） 

①持続可能な多極ネットワーク型の都市構造の実現を図るため、市民、事業者などと

協働しながら、立地適正化計画に基づく施策を推進します。 

②「川越市地区街づくり推進条例」の運用により、中央通り地区など、協働による地

区の特性にあったまちづくりを推進します。 

③生産緑地を含む市街化区域内の農地については、適切な土地利用の誘導とともに、

活用方法の検討を進めます。 

④ユニバーサルデザインの観点から、すべての人にやさしいまちづくりを進めます。 

 

２ 新たな拠点の整備（都市計画課） 

①首都圏中央連絡自動車道の圏央鶴ヶ島インターチェンジ周辺地区については、自然

や景観との調和を図りながら、新たな土地利用を検討します。 

②土地利用想定箇所は、周辺環境との調和を図りながら、地区の特性に応じた計画的

な整備を検討します。 

③周辺環境と調和した、新たな産業用地等の確保につながる土地利用を検討します。 

 

３ 地区整備の推進（

） 

①道路後退行政指導区域については、地域住民等との協働の下、行政指導に基づく用

地を利用し、道路の拡幅整備を行います。また、南田島地区及び木野目地区につい

ては、地籍調査事業と連携を図りながら、整備を効果的に進めます。 

②駅周辺整備事業等の進捗状況などを踏まえつつ、効果的な実施区域の検討を行いな

がら、町名地番の整理を進めます。 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

1 2 0 
地区街づくりの推進に関する 
計画の認定数（件） 

40.7 41.４ 39.8 地籍調査事業 進捗率（％） 
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※土地区画整理事業 

道路、公園、河川等の公共施設を整備・改善し、土地の区画を整え宅地の利用の増進を図る事業のこと。 

  

施 

策 

市街地整備の推進 №２５ 

中心市街地及び各駅周辺等において、都市機能や都市基盤の充実を図る

とともに、魅力ある都市空間を形成すること。 
目的 

■現 状 

 中心市街地は、商業や業務の拠点として多様な機能を持ち、都市の中で重要な役割

を果たしていることから、交通に関する輸送力や利便性の向上が求められていま

す。 

 川越駅西口周辺地区は、土地区画整理事業、駅前広場の再整備及び県との共同事業

による県西部地域の拠点施設であるウェスタ川越の整備が完了しており、新たな拠

点としての役割を担っています。 

 新河岸駅周辺地区は、「新河岸駅周辺地区地区整備計画」により、駅の橋上化を含め

た都市基盤の整備を行いながら、まちづくりを進めています。 

 地域の生活拠点である鉄道駅周辺地区は、駅前広場等の整備が十分ではなく、交通

結節点としての機能が不足しています。 

 中心市街地及びその周辺では交差点や道路の整備が十分ではなく、交通渋滞が発生

しています。 

 

■課 題 

 中心市街地に位置する三駅（川越駅、本川越駅、川越市駅）周辺については、都市

計画道路などの交通ネットワークの整備が必要です。 

 川越駅西口市有地の利活用の推進とともに、周辺における渋滞緩和や土地の高度利

用を図るため、都市計画道路等の整備が必要となっています。 

 新河岸駅周辺地区については、地域コミュニティの活性化を行いながら、都市基盤

整備などを計画的に進めていく必要があります。 

 新たな駅周辺の整備については、整備手法や事業効果などを検討した上で着手する

必要があります。 

 国や県等と協力して交差点の改良を推進し、中心市街地及びその周辺における交通

渋滞の緩和と歩行者の安全を確保する必要があります。 

施策を取り巻く状況 
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単位施策 

１ 三駅連携強化の推進（都市計画課、都市整備課） 

①川越駅、本川越駅、川越市駅の三駅周辺については、各駅の交通結節点としての機

能強化を検討します。 

②川越市駅は、駅の西側を含めた駅周辺のまちづくりを検討し、周辺地域と連続性の

あるまちづくりを進めます。 

 

２ 川越駅西口周辺地区整備の推進（川越駅西口まちづくり推進室） 

①川越駅西口市有地の利活用など、多様な都市機能を集約し、新たな拠点の形成を図

ります。 

②都市計画道路等の整備などを進め、更なる都市基盤の充実を図ります。 

 

３ 新河岸駅周辺地区整備の推進（新河岸駅周辺地区整備事務所） 

①駅前広場を含めた東西駅前通り線、寺尾大仙波線、新河岸駅北通り線の整備を進め

るとともに、新河岸駅の自由通路及び橋上駅舎の整備を推進します。 

②地区計画制度を活用したまちづくりを進めるとともに、未接道宅地などの解消を図

ります。 

 

４ 鉄道駅周辺地区整備の推進（都市計画課、都市整備課、用地課） 

①鉄道各駅周辺地区のまちづくりについては、基盤整備等に併せた適切な土地利用の

誘導について検討します。 

②南古谷駅、笠幡駅などについて、駅前広場等の都市基盤整備を推進します。 

③霞ヶ関駅周辺地区は、土地利用の実態や地域住民の意向等を踏まえ、活性化に向け

た土地利用の誘導を検討するほか、県道川越越生線の歩道整備を推進します。 

 

５ 交差点改良事業の推進

（ ） 

①中心市街地及びその周辺で交通渋滞が発生している松江町交差点、連雀町交差点、

新宿町 3 丁目交差点などの改良事業を推進します。 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

42.2 52.2 29.4 
主要駅から徒歩圏内における 
都市計画道路の整備率（％） 
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※都市景観形成地域 

川越の特色を表す地域やこれからの川越の都市景観を創出していく地域を指定し、それぞれの地域の都市景観の特性を考慮しつ
つ、地域の方々と行政が協働しながら、重点的、かつ、きめ細やかに都市景観の形成を図る地域のこと。 

※歴みち事業 

歴史的地区環境整備街路事業の略称で、観光客や歩行者の安全を確保し、生活環境の改善を図る街路整備。 
  

施 

策 

景観まちづくりの推進 №２６ 

良好な都市景観の保全及び創造と、魅力あふれる快適な都市を実現する

こと。 
目的 

景観の基準が定められている地区（平成 26年） 

重要伝統的建造物群保存地区 川越市川越伝統的建造物群保存地区 

自主協定 
町づくり規範に関する協定（一番街商店街）、新富町まちづくり協定（新富

町）、大正浪漫のまちづくり協定（大正浪漫夢通り商店街） 

都市景観形成地域 
川越駅西口地区都市景観形成地域、川越十ヵ町地区都市景観形成地域、 

クレアモール・八幡通り・中央通り周辺地区都市景観形成地域 

都市景観誘導地域 都市景観形成地域を除く川越市全域 

景観計画区域 川越市全域 

 

施策を取り巻く状況 

■現 状 

 「川越市都市景観条例」に基づき、川越らしさを創造する都市景観の形成に努めて

います。 

 重点的に都市景観の形成を図る必要がある地域を都市景観形成地域に指定し、歴史

的景観や市街地的景観などの地域の特性に応じた都市景観形成基準を設け、届出を

通じて、デザイン誘導を行っています。 

 歴史的・文化的価値を有する建造物の整備や啓発・調査などの各種事業の推進に努

めています。 

 景観重要建造物等の指定を行うとともに、保存に要する費用の助成などの支援を行

っています。 

 良好な都市景観の形成に寄与した優れた行為への表彰や啓発などに取り組んでい

ます。 

 「川越市屋外広告物条例」に基づき、屋外広告物の適正な掲出に努めています。 

 歴みち事業として計画された路線について、計画的に整備を進めています。 

 

■課 題 

 川越固有の歴史的風致の維持及び向上を図るためには、歴史的・文化的価値を有す

る建造物と街路などの公共空間が一体となった整備が必要です。 

 積極的に都市景観の形成を図るため、都市景観形成地域の拡大や景観地区の指定を

検討する必要があります。 

 市民の都市景観に対する意識を高めるため、良好な都市景観の形成によるまちづく

りを評価する取組を進める必要があります。 

 屋外広告物の適正な掲出を促すため、市民や商店街と協働した取組が必要です。 
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１ 歴史的景観の形成（都市景観課） 

①歴史的・文化的価値を有する旧川越織物市場、旧鶴川座等の保存活用と歴みち事業

である立門前線の一体的な整備を推進します。 

②十ヵ町地区や喜多院周辺地区などの都市景観形成地域や景観地区の指定へ向けた

取組を行います。 

③市民や事業者がイメージしやすい都市景観形成基準のガイドラインを作成し、周知

を図ることにより、魅力ある都市空間を創出します。 

④景観重要建造物等の指定を進めるとともに、より適切な保存活用のための支援を行

います。また、保存活用の好事例を広く市民に啓発する取組を進めます。 

 

２ 都市デザインの推進（都市景観課） 

①デザイン協議をはじめとする地域のまちづくり活動への助言や技術的支援などを

行い、地域住民が主体となった都市景観の形成を推進します。 

②まちの魅力を高める核となる道路、公園などの公共施設を景観重要公共施設に位置

付けることを検討するとともに、公共デザイン指針を活用した公共施設の整備を推

進します。 

③都市景観シンポジウムや都市景観表彰を実施し、良好な都市景観の形成への取組に

対しての評価や顕彰に努めます。 

 

３ 屋外広告物の適正化（都市景観課） 

①屋外広告物の適正な掲出について啓発を行うとともに、市民との協働による簡易除

却を進めます。 

②「川越市屋外広告物条例」に基づき、許可制度等による掲出の適正化を図るととも

に、商店街等による自主的なルールづくりへ向けた取組を支援します。 

 

４ 歴みち事業の推進（都市景観課、道路街路課、道路環境整備課） 

①歴みち事業を推進し、中心市街地における都市空間の質や歩行者の回遊性の向上を

図ります。 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

110,000 121,000 83,549 
歴史的町並み景観を形成している地域の 
歩行者・自転車通行量（人） 

単位施策 

43.9 54.3 34.3 歴みち事業の整備率（％） 
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施 

策 

道路交通体系の整備 №２７ 

人や車両の円滑な移動と、安全で快適な道路環境を維持すること。 目的 

36.4 36.4 
39.7 

41.5 
43.3 43.9 43.9 43.9 44.0 44.1 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

（％）

（年度）

都市計画道路の整備率の推移 

出典：川越市 

施策を取り巻く状況 

■現 状 

 都市計画道路については、優先整備路線の選定とともに、県と連携し、広域幹線道

路も含めた効果的な整備を進めています。 

 市内の各地域を連携する幹線道路や生活道路については、継続的に拡幅整備を進

め、交通の円滑化や歩行者の安全性の確保に努めています。 

 老朽化した道路等の改修や歩行者の安全対策を行い、安全な道路環境の維持に努め

ています。 

 橋長 15ｍ以上の橋りょうについては、「橋りょう長寿命化修繕計画」を平成 25

（2013）年度に策定し、維持管理コストの縮減と安全性の向上を図っています。 

 

■課 題 

 人口減少社会の到来や市街地拡大の収束などの状況を踏まえ、将来交通需要に合っ

た道路ネットワークの再構築や道路環境の整備が必要です。 

 都市間や高速道路へのアクセス機能を高めるため、広域幹線道路等の整備が必要で

す。 

 道路施設の老朽化が進んでいることから、優先箇所の特定など、効率的な維持管理

が必要です。 

 バリアフリー対応や歩行者の安全性を考慮した道路空間の整備が求められていま

す。 

 小規模な橋りょうについても適切に管理し、安全性を確保する必要があります。 
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※長期未整備都市計画道路 

都市計画決定から 20年以上経過しているものの、事業化に至っていない都市計画道路のこと。 

  

85,000 以上 86,800 以上 80,327 幹線道路（市道）整備 工事整備済延長

（ｍ） 

46.1 47.2 44.1 都市計画道路の整備率（％） 

単位施策 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

１ 都市計画道路や広域幹線道路の整備（都市計画課、道路街路課、用地課） 

①長期未整備都市計画道路の見直しを図るとともに、交通需要に対応した優先整備路

線の事業化方策の検討を進めます。 

②川越駅南大塚線や市内循環線など、都市計画道路の整備を計画的に推進します。 

③（仮称）川越東環状線等の整備を進め、広域幹線道路網の充実を図ります。 

 

２ 幹線道路や生活道路の整備（道路街路課、用地課、道路環境整備課） 

①幹線道路等の整備を進め、幹線道路ネットワークの拡充を目指します。 

②地域の日常生活を支える身近な生活道路については、住民との合意形成を図りなが

ら、効果的に拡幅整備を行います。 

③生活道路で自動車のすれ違いに支障がある地域については、待避場所の確保に努

めます。 

 

３ 安全で快適な道路環境の維持（道路環境整備課） 

①幹線道路や川越駅東口駅前交通広場などの劣化状況を調査し、道路施設を計画的に

管理します。 

②通学路を含む生活道路の歩道や側溝の整備を行うとともに、老朽化による道路等の

破損を修繕し、安全性や快適性を確保します。 

 

４ 橋りょうの安全性の確保（道路街路課） 

①「橋りょう長寿命化修繕計画」に基づく計画的な修繕を進めていくとともに、すべ

ての橋りょうについて継続的に点検を実施し、安全性を確保します。 

②道路の拡幅整備等と調整を図りながら、橋りょうの拡幅や架け替え工事を実施し、

交通の円滑化とともに安全性の向上を図ります。 
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※デマンド型交通システム 

路線バスやコミュニティバスなどの路線定期型交通と違い、予約型の運行形態の輸送サービスのこと。 

  

施 

策 

交通ネットワークの充実 №２８ 

道路や鉄道、バス等の交通ネットワークの充実と、市民や来街者の利便

性を向上させること。 
目的 

■現 状 

 自動車や自転車、鉄道・バス等の公共交通等、さまざまな交通手段がある中で、利

便性の高い自動車の利用が多く、幹線道路等における交通渋滞や交通に起因する環

境負荷増大等の問題が生じています。 

 中心市街地では、幹線道路を中心に交通渋滞が発生しています。特に、北部中心市

街地においては、市民や来街者等歩行者への危険が高まっています。 

 中心市街地への自動車の流入を抑制するため、迂回誘導看板を設置するとともに、

平成 25（2013）年度から自転車シェアリング事業を実施しています。 

 市内循環バス「川越シャトル」は、効率的な運行を図るために路線や運行本数など

の見直しを行うとともに、路線を廃止した一部の地域においては、デマンド型交通

システムの実証実験を実施しました。 

 平成 25（2013）年 3 月から鉄道 5 社による相互直通運転が行われ、川越から横

浜方面までつながり、交通の利便性が向上しています。 

 

■課 題 

 人口減少社会を見据え、まちづくり施策と連携を図りながら、持続可能な交通ネッ

トワークの構築を進める必要があります。 

 北部中心市街地の適切な交通規制を検討し、市民や来街者等歩行者の安全を確保す

る必要があります。 

 自動車から公共交通機関への利用転換や、自転車の利用を促進し、市街地の交通渋

滞を緩和する必要があります。 

施策を取り巻く状況 
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※パークアンドライド 

川越市中心市街地の道路混雑を緩和するために、マイカーで川越市街地へ向かう途中で、バスなどの公共交通に乗り換える交通体
系のこと。 

※都市・地域総合交通戦略 

将来の都市像の実現と交通環境の充実を図るため、交通施策をパッケージ化した、総合的かつ戦略的な計画。 
  

単位施策 

１ 交通円滑化方策の推進（交通政策課、道路街路課） 

①持続可能な多極ネットワーク型の都市構造の実現と交通環境の充実を図るため、都

市・地域総合交通戦略に基づく施策を推進します。 

②自動車の迂回誘導や郊外型駐車場を活用したパークアンドライドの充実を図ると

ともに、公共交通機関の利用促進や適切な交通規制の検討等を行います。 

③自転車シェアリングを引き続き実施するとともに、自転車レーンの整備等を検討す

るなど、安全で安心な自転車利用の促進を図ります。 

 

２ 地域公共交通網の充実（交通政策課） 

①市内循環バス「川越シャトル」は、路線や運行本数、目的地等の見直しと改善を継

続的に行います。 

②多くの市民が利用する公益性の高い施設において、都心核や地域核からの公共交通

の結節機能を充実し、利便性の向上を図ります。 

③高速バスは、新規路線の開設や既存路線の増便等を促進するとともに、本市の立地

を生かした高速バスの乗り継ぎ拠点化について検討します。 

④バス等の総合案内板及びバス停への上屋の整備等を促進し、バスの利用促進を図り

ます。 

 

３ 鉄道輸送の利便性の向上（交通政策課） 

①東武東上線の複々線化、西武新宿線の複線化及びＪＲ川越線の複線化を促進しま

す。 

②鉄道利用者への適切な案内表示の整備を促進し、市民及び来街者の円滑な移動に努

めます。 

③可動式ホーム柵等、駅施設の改善を促進し、駅利用者の利便性と安全性の向上を図

ります。 

 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

370,７00 370,７00 351,958 市内循環バスの利用者数（人） 

9,777,600 9,777,600 9,492,906 路線バスの利用者数（人） 

157,057,200 157,057,200 152,482,765 市内鉄道駅の乗降人員数（人） 
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※内水（ないすい） 

市街地で下水管などが溢れる事態のこと。近年、特に局地的・集中的に短時間で雨が降る集中豪雨の多発により、内水からの氾濫
が課題となっている。 

  

施 

策 

治水事業の推進 №２９ 
 

集中豪雨等による浸水及び内水による被害への対策を図ること。 目的 

■現 状 

 洪水及び内水ハザードマップを浸水が想定される地域の世帯に配布するとともに、

ホームページでの周知に努めています。 

 雨水の流出量を抑制するため、県は 1ha 以上の開発行為等を行う場合、雨水流出

抑制施設等の設置を義務付ける条例を制定しています。 

 下水道管きょへの一時的な流出抑制や有効利用のため、住宅の屋根に降った雨水を

浸透させる施設や雨水を貯留する施設等に対して補助金を交付しています。 

 普通河川については、幹線水路の整備を計画的に進めるとともに、枝線水路の整備

にも努めています。 

 準用河川については、古川の一部区間を除きコンクリート護岸等による暫定整備が

完了しています。 

 集中豪雨等による浸水被害を防ぐため、雨水管きょ、雨水調整池、雨水ポンプ場な

どの整備を進めています。 

 

■課 題 

 １ha 未満の開発行為等に対しても、雨水流出抑制施設等の設置に関する指導を継

続して行う必要があります。 

 老朽化が進む排水機場や内水排除ポンプ場の長寿命化、耐震化を図る必要がありま

す。 

 普通河川の整備を推進し、生活環境の向上を図る必要があります。 

 久保川の改修に当たっては、流域がまたがる狭山市との協議が必要です。 

 古川については、国土交通省と連携しながら改修を推進する必要があります。 

単位施策 

施策を取り巻く状況 

１ 流域対策の推進（河川課、下水道維持課） 

①開発行為等に対する雨水流出抑制施設等の設置指導を行います。 

②個人住宅の屋根に降った雨水を浸透させる施設や貯留する施設の設置等への補助

を行い、下水道管きょへの一時的な流出抑制や雨水の有効利用を図ります。 
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２ 河川整備等の推進（河川課） 

①降雨対策や生活環境の向上を図るため、計画的に河川の整備を進めます。 

②狭山市と協同し、久保川の改修を推進します。 

③護岸の老朽化が著しい天の川の改修を実施するとともに、国土交通省と連携し、古

川の改修を推進します。 

④排水機場及び内水排除ポンプ場の長寿命化修繕計画を策定し、計画的な施設保全を

進めます。 

 

３ 雨水施設整備の推進（下水道整備課） 

①河川改修の進展や新河岸駅周辺の都市基盤整備と整合を図りながら、雨水管きょや

雨水ポンプ場などの整備を推進します。 

②既成市街地において、雨水を一時貯留する施設の整備を推進します。 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

17 53 － 久保川改修の進捗状況（％） 

総合的な治水対策のイメージ 
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施 

策 

水道水の安定供給 №３０ 

安全な水を安定的に供給すること。 目的 

出典：川越市 

水道事業の有収率の推移 

■現 状 

 水道普及率は、ほぼ 100％となっています。 

 公営企業として、経営的な視点から事業運営に取り組んでいます。 

 平成 25（2013）年度から、水道料金の徴収について包括業務委託を行っていま

す。 

 水道施設や設備の老朽化が進んでいます。 

 

■課 題 

 人口減少社会の到来等による水需要の減少に伴い、水道事業の収益の減少が予測さ

れる中、独立採算制を維持していく必要があります。 

 水道施設の耐震化や老朽施設の更新について、計画的かつ効率的に実施し、受益と

負担との均衡の取れた経営を行う必要があります。 

 

施策を取り巻く状況 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

92.1 93.5 94.3 94.3 94.2

（％）
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※水道事業ガイドライン 

施設整備、経営の状態などを総合的に評価するための指標。6つの目標（「安心」「安定」「持続」「環境」「管理」「国際」）を体系的

に整理し、137項目の指標で定量的に把握する。 

※水道事業の有収率 

総配水量に対する水道料金の徴収対象となった水量の割合のこと。  

１ 効率的な水道事業の推進（経営企画課） 

①公営企業として、計画的かつ効率的な事業を推進し、経営の安定化に努めます。 

②水道事業ガイドラインの業務指標値等を用いた経営分析を行い、水道事業の経営改

善を図るとともに、市民への情報提供に努めます。 

③民間的経営手法の導入や、施設等の維持管理について民間委託の拡充を図ります。 

 

２ 水道施設の改修・更新（水道施設課） 

①老朽化した施設・設備の計画的な更新等を推進します。 

②漏水調査を継続して実施し、漏水の防止や早期発見に努めます。 

 

３ 災害対策に向けた水道施設の耐震化（水道施設課） 

①災害時における水道水の供給を確保するため、配水池や配水管路等の耐震化を推進

します。 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

単位施策 

94.5 94.8 94.2 水道事業の有収率（％） 

23.0 29.0 16.1 配水管の耐震化率（％） 
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※農業集落排水施設 

農業集落排水事業については、施策 No.36「農業の振興」単位施策 4「農地の有効活用」を参照。 

※合併処理浄化槽 

 合併処理浄化槽については、施策 No.44「生活環境の保全」単位施策 2「水・土壌環境対策」を参照。 

  

施 

策 

公共下水道事業の充実 №３１ 

市民の生活環境の改善に資する持続的な公共下水道サービスを提供する

こと。 
目的 

■現 状 

 公営企業として、経営的な視点から事業運営に取り組んでいます。 

 事業計画区域については、平成 32（2020）年度末の完了に向けて汚水管きょの

整備を進めています。 

 平成 25（2013）年度から、下水道使用料の徴収について包括業務委託を行って

います。 

 下水道施設の老朽化が進んでいます。 

 公共下水道、農業集落排水施設及び合併処理浄化槽により、本市の生活排水処理が

行われています。 

 

■課 題 

 人口減少社会の到来等による水需要の減少に伴い、下水道事業の収益の減少が予想

される中、独立採算制を進めていく必要があります。 

 今後も、事業計画区域における汚水管きょの整備が必要であり、財源の確保が必要

です。 

 下水道施設の長寿命化や耐震化は、計画的、効率的に実施していく必要があります。 

 

 

施策を取り巻く状況 

出典：川越市 

下水道事業の有収率の推移 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

74.2 73.5 75.7 71.7 68.6

（％）
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※不明水 

 下水道管へ浸入している地下水等のこと。 

※下水道事業の有収率 

 処理した汚水量のうち、需要者から使用料として徴収される汚水量の割合のこと。  

１ 効率的な下水道事業の推進（経営企画課） 

①公営企業として、計画的かつ効率的な事業を推進し、経営の安定化に努めます。 

②下水道事業経営指標値等を用いた経営分析を行い、公共下水道事業の経営改善を図

るとともに、市民への情報提供に努めます。 

③民間的経営手法の導入や、施設等の維持管理について民間委託の拡充を図ります。 

 

２ 下水道施設の整備等（下水道整備課、下水道維持課） 

①老朽化した下水道施設の更新など、長寿命化や耐震化を推進します。 

②不明水対策を推進し、経費の削減に努めます。 

③ポンプ場施設の適正な維持管理や、事業所排水の監視を引き続き行います。 

④事業計画区域内の汚水管きょの整備を推進します。 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

32.9 34.9 30.2 長寿命化管きょ延長（㎞） 

75.0 80.0 68.6 下水道事業の有収率（％） 

単位施策 
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施 

策 

公園・緑地の充実 №３２ 

市民に憩いの環境やレクリエーションの場を提供すること。 目的 

135 136 139 140 140 143 147 153 168 177 183
199

215
234 240

254 273
295 298

3.79 3.91 3.94 3.94 3.94 3.99 4.09 4.31 4.29 4.39 4.45 4.44 4.49 4.53 4.55 4.56 4.54 4.63 4.63

0
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50
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350

Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

都市公園数 市民一人当たりの都市公園面積（㎡/人）

（㎡）

（年度）

（箇所） 都市公園数及び市民一人当たりの都市公園面積の推移 

出典：川越市 ※各年度末現在 

■現 状 

 都市公園等は都市の緑の中核として潤いを創出するとともに、コミュニティの形

成、スポーツ・レクリエーション活動等多様なニーズへの対応や、災害時の防災空

間としての活用も求められています。 

 平成 2６（201４）年３月末現在、市が管理する都市公園が 297 箇所あり、これ

に県の都市公園を加えると合計で 298 箇所、総面積では 161ha となっています。 

 

■課 題 

 今後も豊かな自然や歴史を生かした公園や緑地の整備が必要です。 

 大規模な公園事業については、公園計画の必要性や規模の見直しなど、事業手法の

再検討が必要な状況となっています。 

 幅広い年代の公園利用者を考慮し、健康増進にも利用できる公園として整備してい

くほか、子どもが活動する場として活用することを検討していく必要があります。 

 公園利用者層の変化や施設の老朽化に対応するため、既存の公園をリニューアル

し、安全で快適な公園の整備を行う必要があります。 

 既存の公園の活用を図り、市民のニーズに合った魅力ある取組が必要です。 

施策を取り巻く状況 
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※ユニバーサルデザイン（再掲） 

年齢や障害の有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインすること。 

  

１ 身近な公園の整備（公園整備課） 

①市民の憩いやレクリエーション、また、災害時に活用できるよう、街区公園等の身

近な公園の整備を図るとともに、水や緑等の自然環境と共生した公園の整備を推進

します。 

 

２ 大規模な公園の整備（公園整備課） 

①川越城富士見櫓を含む川越城址については、城址公園としての整備を検討します。

また、観光や教育の場となる公園として活用することを検討します。 

②子どもから高齢者までが利用できるレクリエーションの場として、なぐわし公園の

整備を引き続き推進します。 

③豊かな自然環境を市民共有の憩いの場や自然とのふれあいの場として活用するた

め、伊佐沼公園、（仮称）川越市森林公園の整備を検討します。 

④荒川、入間川等の広大な河川空間を活用し、水辺や自然とのふれあいの場、スポー

ツ・レクリエーション活動の場となる公園等の整備を検討します。 

 

３ 公園の適切な管理と魅力の創出（こども育成課、公園整備課） 

①既存の公園については、適切な管理を行うとともに、施設のリニューアルやユニバ

ーサルデザイン化を図ります。 

②公園利用者層の変化と市民の多様なニーズに対応し、安全で誰もが安心して楽しむ

ことのできる魅力ある公園づくりを進めます。 

③子どもが自由な遊びを通じてさまざまな体験や交流ができるよう、ＮＰＯ法人等と

の協働により、公園の新たな活用を検討します。 

 

４ 河川環境の整備（河川課） 

①入間川堤防の桜づつみについては、適切な管理と良好な水辺空間の整備に努めま

す。 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

52 54 49 公園・広場等の利用のしやすさ（％） 

単位施策 
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※特定空家等 

そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理
が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切で

ある状態にあると認められる空家等のこと。 

  

施 

策 

良好な住環境の創出 №３３ 

住宅の適切な質と量を確保し、住みよい住環境を創出すること。 目的 

■現 状 

 住生活の安定の確保及び向上の促進に関し、「住生活基本法」が平成 18（2006）

年に制定されています。 

 少子高齢化が進む中、全国的に空き家が増加しています。平成 25（2013）年の

本市の空き家率は 11.0％であり、県内では中位にあります。 

 空き家等の適正管理に関し、平成 25（2013）年に「川越市空き家等の適正管理

に関する条例」、平成 26（2014）年に「空家等対策推進に関する特別措置法」が

制定されています。 

 平成 18（2006）年から平成 23（2011）年の間、「都市計画法」第 34 条第 11

号による開発規制の緩和により、市街化調整区域に 5,707 区画の開発許可があり

ました。 

 市営住宅については、市内 18 団地、65 棟、1,100 戸を管理しています。現在、

入居者の約 4 割が高齢者になっています。 

 市内の共同住宅や住宅団地の一部は、今後建替えの時期を迎えます。 

 

■課 題 

 人口減少を迎える中、空き家、マンションの老朽化、住宅の耐震化など、市内の住

環境をめぐる状況を総合的に捉えた政策を計画的に進めていく必要があります。 

 特定空家等の管理不全な空き家等については各種必要な措置を講じるとともに、そ

の他の空き家等及びその跡地については利活用を検討するなど、空き家等の対策を

総合的に推進し、良好な住環境を保全していく必要があります。 

 市営住宅については、老朽化に向けた対応を行っていく必要があります。 

施策を取り巻く状況 
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１ 住宅政策の推進（政策企画課） 

①本市の住宅事情やまちづくりの方向性を踏まえ、全般的な住宅政策を検討します。 

②子育て世帯や高齢者世帯に配慮した住宅政策を検討します。 

 

２ 空き家対策の推進（政策企画課、防犯・交通安全課） 

①住宅が密集した市街地等において、空き家発生を防ぐ取組を検討します。 

②特定空家等の管理不全な空き家等については、所有者等による適切な管理を促進す

るために必要な措置を講じます。 

③空き家等及び空き家等の跡地については、利活用を促進するための対策を検討しま

す。 

 

３ 安全な住宅環境の促進（建築指導課） 

①簡易耐震診断や耐震診断相談会等を行い、住宅の耐震化を促進します。 

②建築協定の策定等を支援し、住みよい住環境の創出を促進します。 

 

４ 市営住宅施策の適切な運営（建築住宅課） 

①市営住宅の長寿命化を図るとともに建替え等を検討します。 

②民間事業者等が建設・保有する住宅等を市営住宅として活用することを検討しま

す。 

 

 

指標 

実績値 
（Ｈ26） 

指  標 
Ｈ32 Ｈ37 

目標値 

11.0 11.0 11.0 空き家率（％） 

12,020 12,790 12,050 

17,510 17,500 

10.8% 10.5%
9.0%

12.6%
11.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

平成５年 平成１０年 平成１５年 平成２０年 平成２５年

空き家総数 空き家率

空き家率（％） 空き家総数（件）空き家数、空き家率の推移 

出典：住宅・土地統計調査 

単位施策 


